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隠
岐
本
新
古
今
和
歌
集
ご
久
原
本

小

島

士口

雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
隠
岐
本
ご
久
原
本

　
京
都
の
久
原
丈
庫
議
す
る
新
古
今
和
歌
集
古
紗
本
中
、
歌
の
左
下
尾
に
上
鮎
を
か
け
た
一
本
が
あ
る
。
，
巻
＋
ま
で
の
零
本
で
あ
る
が
，
巻
末

に
後
鳥
羽
院
隠
岐
御
抄
本
の
御
上
文
を
載
せ
て
み
る
。
奥
書
に
は
、
た
だ
、
錐
爲
悪
筆
難
去
依
仰
後
京
極
殿
下
重
而
序
書
篇
経
膣
S
あ
る
だ
け

で
．
從
っ
て
そ
の
書
傳
系
統
を
明
に
し
得
な
い
け
れ
さ
も
、
書
篇
年
代
は
大
壷
に
於
て
室
町
末
頃
さ
想
像
せ
ら
れ
る
。
歌
登
は
九
百
九
十
二
首
，

こ
れ
を
流
布
本
の
春
十
ま
で
S
較
べ
る
ε
、
こ
の
方
が
三
首
多
い
こ
S
に
な
る
。
す
な
は
ち
、
流
布
本
に
な
き
歌
四
首
、

　
　
春
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
　
　
俘
　
　
家
　
　
持

　
　
　
故
郷
に
は
な
は
ち
り
つ
つ
み
よ
し
の
の
山
の
さ
く
ら
は
ま
だ
さ
か
ず
け
り

　
　
　
　
（
曲
の
結
句
、
本
に
よ
っ
て
は
、
ま
だ
さ
か
ね
昂
り
、
と
あ
る
。
烏
丸
本
に
は
、
さ
か
す
な
”
、
家
持
集
で
は
、
さ
か
す
け
ε

　
　
　
　
　
　
　
太
紳
宮
に
百
首
歌
た
τ
ま
つ
り
侍
し
中
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
　
　
上
　
　
天
　
　
皇

　
　
　
い
か
に
せ
む
世
に
ふ
る
な
が
め
し
ば
の
戸
に
う
つ
ろ
ふ
花
の
春
の
暮
か
た

　
　
　
　
　
　
　
隠
岐
本
新
古
今
和
歌
集
と
久
原
本
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一



　
　
　
　
　
　
　
九
大
國
二
酉
　
第
一
號
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
二

　
夏

　
　
　
　
　
　
　
花
橘
に
郭
公
な
き
侍
け
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壇
　
　
基
　
　
法
　
　
師

　
　
ほ
、
、
ミ
」
ぎ
す
花
た
ち
ば
な
の
香
ば
か
り
に
な
く
や
む
か
し
の
名
残
な
る
ら
む

　
　
　
（
藤
村
氏
の
烏
丸
本
新
古
今
和
歌
集
に
は
、
此
歌
、
詞
書
が
な
い
）

　
秋
上

　
　
　
　
　
　
　
家
に
七
夕
の
心
を
よ
み
侍
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
治
關
白
太
政
大
臣

　
　
契
け
む
ほ
き
は
し
ら
ね
き
七
夕
の
允
え
せ
ぬ
け
ふ
の
天
の
州
か
ぜ

　
　
　
（
圖
書
寮
烏
丸
本
に
は
雌
歌
の
詞
書
が
「
宇
治
關
白
太
政
大
臣
家
に
七
夕
の
心
な
よ
み
侍
け
る
に
」
と
な
っ
て
み
ろ
。
こ
れ
は
、
久
原
本
の
方
が
よ
ろ

　
　
　
　
L
）
い
と
思
b
μ
れ
、
る
）

〔
以
上
四
首
ミ
も
、
久
原
本
に
は
「
ナ
シ
」
亀
こ
傍
書
が
あ
る
。
恐
ら
く
此
れ
等
の
歌
が
校
本
に
無
か
っ
た
こ
ε
を
歯
群
す
る
の
で
あ
ら
う
〕

流
布
本
に
あ
っ
て
本
書
に
な
き
歌

　
春
下

　
　
　
　
　
　
　
題
　
し
　
ら
　
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
　
　
　
見
　
　
　
王

　
　
か
は
つ
な
く
紳
な
び
川
に
影
見
え
τ
い
ま
か
さ
く
ら
む
山
ぶ
き
の
花

　
　
　
（
本
に
よ
っ
て
、
作
者
「
原
見
王
」
と
な
っ
て
み
る
の
が
あ
る
。
掌
れ
は
厚
見
思
為
正
し
い
と
ぜ
れ
ば
録
ら
ぬ
）



こ
れ
で
差
引
流
布
本
の
方
が
三
首
砂
く
な
る
の
で
あ
る
。

註
、
由
來
、
新
古
今
集
は
諸
傳
本
そ
れ
ぞ
れ
■
そ
の
所
取
畳
数
に
相
異
が
あ
る
。
昭
和
五
年
四
月
雑
誌
水
甕
堵
大
倉
に
武
田
詰
吉
書
か
此
の
講
に
つ
い
て
あ
り

が
れ
い
記
述
な
試
み
て
ゐ
ら
れ
る
が
、
わ
趣
く
し
の
見
☆
本
の
中
に
は
、
氏
の
あ
げ
て
み
る
歌
の
外
に
、
濤
旋
部
、
護
人
不
知
、
紳
風
の
伊
勢
の
は
ま
荻
た

り
放
て
、
の
歌
の
次
に
、

　
　
　
　
　
　
西
宮
左
大
臣
家
扉
風
に
し
か
の
山
々
か
告
れ
ろ
所
な
よ
め
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
源
　
　
　
　
順

　
　
名
な
告
げ
ば
昔
な
が
ら
の
山
な
れ
ざ
し
ぐ
る
る
秋
ぞ
色
か
は
り
ゆ
く

と
い
ふ
一
首
の
入
っ
て
み
る
の
が
あ
っ
六
。
こ
の
歌
は
流
布
本
に
も
武
田
氏
の
あ
げ
て
み
る
ざ
の
本
に
も
出
て
み
な
い
も
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
此
の
久
原
本
に
は
、
巻
第
一
の
牟
頃
ま
で
歌
頭
に
撰
者
名
が
記
入
せ
ら
れ
て
る
る
。
こ
れ
は
、
多
分
、
校
本
に
よ
っ
て
本
文
書
室
の

の
ち
に
記
入
せ
ら
れ
た
も
の
ら
し
い
が
、
豆
本
S
必
ず
し
も
一
．
致
し
な
い
の
で
、
若
し
こ
れ
が
全
面
に
わ
た
っ
て
記
入
せ
ら
れ
て
る
た
ら
参
考

S
す
る
に
足
り
る
も
の
だ
っ
た
ら
う
S
思
ふ
。
今
は
あ
ま
O
謬
考
ミ
な
ら
ぬ
の
が
残
惜
し
い
。

　
難
し
、
此
の
久
原
本
の
便
値
は
歌
尾
に
か
け
ら
れ
た
朱
貼
に
あ
る
も
の
の
如
く
で
あ
る
。
乃
ち
、
わ
た
く
し
は
、
こ
れ
を
武
田
流
罪
、
折
口

信
夫
繭
氏
印
行
す
る
ε
こ
ろ
の
隠
岐
本
新
古
今
和
歌
集
く
」
比
較
し
て
み
た
く
」
こ
ろ
が
、
塗
扇
本
に
於
け
る
朱
闇
歌
ε
此
の
久
原
本
に
於
け
る
朱

鮎
歌
ε
相
一
致
す
る
も
の
十
中
八
九
に
あ
る
の
を
畿
煙
し
た
。
隠
岐
本
に
於
け
る
朱
圏
怯
、
隠
岐
に
於
て
後
鳥
上
院
の
除
棄
せ
ら
れ
た
も
の
な

る
こ
S
を
意
味
し
て
み
る
。
從
っ
て
、
久
原
本
に
於
け
る
言
悩
も
ま
た
隠
岐
に
於
け
る
除
棄
を
示
す
も
の
だ
S
思
は
れ
る
。
一
壷
、
所
謂
新
古

今
集
隠
岐
本
の
悌
を
傳
へ
た
も
の
に
は
、
武
田
氏
ら
の
隠
岐
本
の
外
に
解
説
果
合
貼
本
が
あ
る
っ
然
し
、
そ
の
隠
岐
に
於
て
除
棄
せ
ら
れ
た
ミ

す
る
歌
が
雨
本
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
。
わ
が
久
原
本
は
、
僅
に
巻
＋
ま
で
で
は
あ
る
け
れ
き
、
此
の
二
本
の
問
に
伍
し
て
、
所
謂
隙
岐
本
の

面
目
を
考
察
す
る
上
に
有
力
な
塗
考
資
料
を
呈
供
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
蹴
ら
な
い
。

　
今
、
盤
考
ま
で
に
、
合
鮎
本
S
武
田
氏
ら
の
隙
穴
本
ミ
久
原
本
ε
の
比
較
結
果
を
表
示
し
て
み
る
ぐ
」
次
の
如
く
で
あ
る
。

隠
岐
本
新
古
今
和
歌
集
と
久
原
本

ご
三



九
大
國
丈
撃
第
一
號

二
四

一
、
三
本
共
一
致
し
て
除
棄
せ
ら
れ
た
も
の
。
歌
撒
百
五
十
三
首
。
（
以
下
、
便
宜
上
、
古
歌
大
観
所
掲
の
番
號
に
よ
っ
て
示
す
）

　
　
八
、
九
、
一
五
、
二
四
、
雷
『
七
七
、
七
入
、
八
四
、
二
九
、
九
二
、
九
五
（
以
上
巻
第
一
）
．
δ
六
－
一
〇
七
、
一
〇
八
・
＝
三
・
≡
q
三

　
　
七
、
＝
一
九
、
一
三
三
、
＝
二
五
、
一
三
六
、
一
四
〇
、
一
四
四
、
一
四
六
、
ピ
五
〇
、
一
五
二
、
一
五
五
、
一
五
六
、
三
山
ニ
、
一
六
六
（
以
上
巻
第
二
）

　
　
一
九
五
、
一
二
、
δ
七
、
三
『
三
夫
、
二
三
三
－
二
三
六
、
、
二
三
亮
、
二
四
七
、
二
五
七
、
二
七
五
、
二
七
六
、
二
七
七
、
二
七
（
以
喜

　
　
第
三
）
二
九
六
、
二
九
七
、
三
〇
二
、
三
一
四
、
三
ご
。
、
三
二
二
、
．
三
二
七
、
三
三
一
、
三
三
五
、
三
三
七
、
三
六
〇
、
三
六
三
、
三
六
六
、
三
七
四
・

　
　
三
八
四
、
四
幅
二
、
囚
二
一
、
四
二
六
、
四
二
九
、
四
三
四
（
以
上
巻
第
四
）
四
六
五
、
四
六
八
、
四
七
〇
、
四
七
一
、
四
九
二
．
四
九
三
、
四
九
九
、
五

　
　
〇
四
、
五
＝
二
、
五
二
四
、
五
二
六
、
五
三
六
、
五
四
五
、
五
四
九
（
以
上
巻
第
五
）
五
六
〇
、
五
六
二
、
五
六
三
、
五
六
四
、
五
六
七
肖
五
六
八
、
五
七

　
　
八
、
五
八
三
、
五
九
二
、
五
九
六
、
五
九
七
、
六
〇
九
、
六
一
二
、
六
一
四
，
六
二
ご
、
六
四
〇
、
六
四
四
、
六
五
〇
、
六
五
二
、
六
五
三
、
六
五
九
、
六

　
　
六
六
、
六
六
九
．
六
七
六
》
六
八
三
、
言
入
四
、
六
八
六
、
六
九
四
、
七
〇
〇
、
七
〇
ご
・
（
以
上
巻
第
六
）
七
一
一
」
七
一
四
、
七
一
五
，
七
一
＝
（
以
上

　
　
巻
第
七
）
七
六
二
、
七
七
三
、
七
七
四
、
七
九
〇
、
七
九
一
、
八
0
0
．
八
0
八
、
八
一
二
、
入
一
五
、
八
一
六
、
八
ご
一
、
八
こ
ご
、
八
ご
三
、
八
ご
四
、

　
　
八
三
四
、
、
八
三
九
、
八
四
三
、
入
四
四
、
八
四
五
、
八
五
哺
、
八
五
二
、
八
五
三
，
八
五
六
（
以
上
巻
第
八
）
八
六
九
、
八
七
〇
、
八
七
二
、
八
七
六
、
八

　
　
八
ご
、
λ
九
〇
、
八
九
二
、
八
九
三
（
以
上
巻
第
九
）
九
〇
一
、
九
〇
二
、
九
西
、
九
二
三
、
九
＝
＝
、
九
四
〇
、
．
九
五
六
、
九
六
三
、
九
杢
ハ
、
九
冶

　
　
四
（
以
上
巻
第
十
）

　
此
の
う
ち
、
九
五
、
三
∵
四
の
二
首
は
隠
岐
本
で
作
者
の
上
に
朱
圏
な
く
、
七
九
〇
は
題
詞
の
上
に
朱
圏
が
な
く
、
一
〇
八
の
歌
は
歌
の
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
、
八
七
六
の
は
題
詞
に
も
歌
に
も
何
れ
も
朱
圏
を
鉄
い
で
る
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
合
爵
本
ε
久
原
本
S
に
よ
っ
て
朱
圏
の
あ
る
の
が
當
然
だ

噛
こ
認
定
し
て
、
此
の
表
の
中
に
加
へ
た
。

二
、
久
原
本
さ
隠
岐
本
ε
が
一
致
し
て
合
貼
本
ε
】
致
し
な
い
も
の
、

　
イ
、
久
原
本
で
、
撰
び
残
さ
れ
て
み
る
楊
合
、

　
　
四
九
八
、
五
一
九
（
巻
第
五
）
六
〇
ニ
バ
巻
第
六
）
七
八
三
、
八
〇
七
（
巻
第
八
）
八
七
五
、
八
七
九
（
巻
第
九
）
九
一
七
（
巻
第
十
）

　
ロ
、
久
原
本
に
撰
び
す
て
ら
れ
て
る
る
場
合
、



　
　
七
入
O
、
七
八
一
（
巻
第
八
）

三
、
久
原
本
ざ
合
貼
本
S
一
致
し
隠
岐
本
ε
一
致
し
な
い
も
の

　
イ
、
久
原
本
に
撰
び
残
さ
れ
て
み
る
揚
合
、

　
　
六
、
三
二
（
巻
第
一
）
一
三
七
、
一
四
一
、
一
六
五
（
巻
第
二
）
一
九
二
、
二
三
五
（
巻
第
三
）
五
九
一
（
巻
第
六
）
七
五
六
（
巻
第
七
）
七
九
八
、
八
四
二
、

　
　
八
五
五
（
巻
第
八
）
八
八
○
（
巻
第
九
）
九
〇
五
、
九
〇
六
、
九
＝
二
（
巻
第
十
）

　
ロ
、
久
原
本
に
す
て
ら
れ
て
る
る
場
合
、

　
　
五
一
、
一
九
三
、
三
五
八
、
三
八
六
9
三
九
五
、
四
三
八
、
四
五
四
、
六
二
七
、
六
三
〇
、
七
〇
五
、
七
四
九
、
八
〇
九
、
八
三
一
、
九
四
二
、
九
七
二

四
、
隠
岐
本
ε
合
貼
本
ε
一
致
し
久
原
本
S
一
致
せ
ざ
る
も
の
、

　
イ
、
久
原
本
に
え
ら
び
残
さ
れ
て
み
る
場
合
、

　
　
二
、
一
八
、
二
ご
、
九
七
、
一
一
二
、
一
二
四
、
一
三
八
、
一
六
四
、
三
六
五
、
四
二
五
、
五
四
ご
㍉
五
四
六
、
五
五
〇
、
六
輔
一
、
六
五
五
、
六
二
九
、

　
　
八
八
九
、
八
九
一
、
八
九
四
、
九
二
五
、
九
六
ニ

　
ロ
、
久
原
本
に
は
す
て
ら
れ
て
る
る
揚
合
、

　
　
一
〇
、
九
八
，
三
二
三
、
七
五
五

な
ほ
、
此
の
外
、
隠
岐
本
に
朱
圏
の
施
さ
れ
た
歌
で
、

　
　
春
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
　
納
　
言
　
家
　
持

ふ
る
さ
ぐ
」
に
花
は
ち
り
つ
つ
み
よ
し
の
の
山
の
さ
く
ら
は
ま
だ
さ
か
ぬ
な
り

夏

隙
岐
本
新
古
今
和
歌
集
と
久
原
本

増
　
　
基
　
　
法

　
　
　
　
　
　
二
五

師
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號

　
　
　
ほ
ぐ
」
ミ
ぎ
す
花
た
ち
ば
な
の
香
ば
か
り
に
鳴
く
や
む
か
し
の
名
残
り
な
る
ら
む

の
二
首
は
、
盒
　
本
に
な
く
、
久
原
本
に
は
讐
「
ナ
之
ε
あ
っ
て
、
鮎
が
か
励
ら
わ
て
み
ず
、

　
　
夏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
顯

　
　
　
ほ
ε
ε
ぎ
す
む
か
し
を
か
け
で
し
の
べ
S
や
老
の
ね
ざ
め
に
ひ
ε
こ
ゑ
ぞ
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
赤

　
　
　
五
月
雨
の
室
だ
に
す
め
る
月
影
に
な
み
だ
の
雨
は
は
る
る
ま
も
な
し

　
　
秋
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前

　
　
　
立
田
山
秋
ゆ
く
人
の
袖
を
み
よ
木
木
の
こ
ず
ゑ
は
し
ぐ
れ
ざ
り
け
り

　
層
哀
傷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
盛

　
　
世
の
中
の
は
か
な
き
こ
ぐ
」
を
見
る
比
は
ね
な
く
に
夢
の
心
ち
こ
絶
す
れ

　
離
別

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和

　
　
た
れ
な
り
S
お
く
れ
さ
き
だ
つ
ほ
き
あ
ら
ば
か
た
み
に
し
の
べ
水
ぐ
き
の
跡

　
轟
旅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凡

二
六

　
昭
　
　
法

　
染
　
　
衛

大
信
正
慈

　
明
　
　
親

　
泉
　
　
式

河
　
内
　
躬



　
　
　
浪
の
上
に
ほ
の
に
み
え
つ
つ
行
舟
は
浦
ふ
く
風
の
し
る
べ
な
り
け
り

の
六
首
は
、
久
原
本
に
も
合
写
本
に
も
見
え
ぬ
歌
で
あ
る
。
從
つ
τ
、
穿
れ
ら
八
首
は
上
の
比
較
器
に
は
載
せ
て
み
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
、
後
鳥
勿
院
の
鋤
歌
到
標
準

　
後
鳥
弱
院
御
口
傳
に
、
藤
原
定
家
の
歌
を
評
し
て

「
こ
s
葉
や
さ
し
く
え
ん
な
る
外
は
、
こ
こ
ろ
も
お
も
か
げ
も
い
た
く
は
な
き
な
り
」

ε
仰
せ
ら
れ
、
西
行
俊
成
の
歌
を
評
し
τ
は
、

「
こ
ε
葉
も
優
に
や
さ
し
き
う
へ
、
こ
こ
ろ
も
こ
ε
に
ふ
か
く
い
は
れ
も
あ
る
ゆ
ゑ
に
」

ε
仰
せ
ら
れ
て
み
る
。
こ
れ
に
よ
る
ぐ
㌦
後
鳥
書
院
が
當
時
の
通
念
に
從
っ
て
歌
を
心
ε
言
葉
言
ひ
換
へ
れ
ば
歌
島
S
用
語
く
」
の
二
要
素
に
分

っ
て
．
お
考
へ
遊
ば
し
τ
み
た
こ
S
は
確
だ
。
だ
が
、
御
口
傳
に
は
、
ま
た
、

「
そ
の
証
す
が
た
ま
ち
ま
ち
に
し
τ
一
隅
を
ま
も
り
が
た
し
。
あ
る
ひ
は
う
る
は
し
く
た
け
あ
る
す
が
た
あ
り
、
，
或
は
や
さ
し
く
艶
な
る
あ

．
わ
、
或
は
風
情
を
む
ね
・
こ
す
る
あ
り
、
或
は
す
が
た
を
先
ミ
」
せ
る
あ
り
L

ε
か
、

「
凡
そ
歌
の
す
が
た
は
面
の
こ
ε
く
に
し
て
一
様
な
ら
ず
、
こ
S
ご
く
」
く
卸
す
る
に
い
・
こ
ま
あ
ら
ず
」

ε
い
み
や
う
に
、
「
す
が
た
」
ざ
い
ふ
語
が
見
え
て
を
り
「
風
情
」
ε
い
ふ
言
葉
が
あ
ら
は
れ
τ
み
る
。
此
の
う
ち
「
歌
の
す
が
た
一
標
な
ら

ず
」
噂
こ
か
「
そ
の
中
す
が
た
ま
ち
ま
ち
に
し
て
」
「
こ
か
い
ふ
暦
仁
の
「
す
が
た
」
は
、
今
日
わ
れ
わ
れ
の
所
謂
歌
風
ε
略
略
同
意
に
考
へ
て
差

支
へ
な
い
や
う
で
あ
る
が
、
「
あ
る
ひ
は
姿
を
先
ぐ
」
せ
る
も
の
あ
り
L
ミ
か
「
心
あ
る
標
を
ば
庶
幾
せ
ず
、
た
だ
言
葉
す
が
た
の
艶
に
や
さ
し

き
を
本
宮
く
」
せ
る
間
」
S
か
仰
せ
ら
れ
て
み
る
揚
合
の
「
す
が
た
」
は
寧
ろ
言
葉
ε
い
ふ
語
に
近
き
内
容
を
さ
し
て
み
る
も
の
で
あ
る
ε
見
な

　
　
　
　
　
　
　
　
隠
岐
本
新
古
今
和
歌
集
と
久
原
本
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
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八

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
重
合
の
「
姿
」
は
、
風
情
ε
相
封
ず
る
語
で
あ
っ
て
、
歌
の
姿
態
部
ち
言
葉
つ
づ
き
ε
そ
の
言
葉
つ
づ
き
の
齎
す
律

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

調
感
ε
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
わ
、
こ
れ
に
封
ず
る
「
風
情
」
s
い
ふ
語
は
、
所
謂
「
心
」
ε
同
意
語
で
あ
っ
て
、
歌
に
於
け
る
趣
向
ε
そ
の

趣
向
に
俘
ふ
感
じ
ミ
を
い
ふ
の
で
あ
ら
う
ε
思
ふ
の
で
あ
る
。
た
ε
へ
ば
、
「
た
充
天
性
の
得
た
る
を
も
て
．
を
の
つ
か
ら
風
情
の
妙
な
る
を
回

ら
す
」
ぎ
い
ひ
、
「
風
情
を
む
ね
ε
す
る
」
・
こ
い
ひ
、
ま
た
「
か
た
き
結
題
を
人
の
よ
ま
せ
け
る
に
は
家
の
中
の
も
の
に
そ
の
題
を
よ
ま
せ
て
、

よ
き
風
情
を
の
つ
か
ら
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
才
壷
に
て
よ
く
引
き
な
ほ
し
て
」
｛
」
い
ふ
な
き
は
、
す
べ
τ
、
風
情
を
趣
向
若
し
く
ば
趣
向
美
の
意

味
に
解
し
な
く
て
は
理
解
が
出
來
な
い
の
て
あ
る
。
若
し
こ
こ
に
わ
た
く
し
の
臆
断
を
ゆ
る
さ
れ
る
な
ら
ば
、
「
言
葉
」
を
そ
の
表
現
律
調
の
，

立
場
か
ら
眺
め
た
も
の
が
「
姿
」
で
あ
り
、
「
心
」
を
そ
の
表
現
趣
向
の
側
か
ら
見
た
も
の
が
風
情
で
あ
る
、
ε
い
は
れ
や
し
な
い
ガ
ε
思
ふ
◎

ざ
う
し
て
、
さ
う
い
ふ
風
情
S
姿
ざ
を
統
一
綜
合
し
た
形
に
於
て
看
取
し
た
の
が
「
歌
の
す
が
た
」
で
あ
ら
う
。
‘
蓋
し
、
こ
れ
を
表
示
す
れ
ば

　　

@歌

ﾌ
す
が
た
（
歌
風
）
｛
獺
情
総
黎
　
　
　
　
　
籠
　
　
　
　
　
贈
ノ
纏

S
い
ふ
や
う
な
こ
く
」
に
な
る
の
で
あ
ら
う
。

　
も
つ
ミ
も
、
歌
合
の
御
判
詞
に
は
、
以
上
の
外
に
「
歌
が
ら
」
ε
い
ふ
も
の
が
論
ぜ
ら
れ
て
る
る
。
歌
が
ら
ε
い
ふ
も
の
は
、
心
，
言
葉
」

す
が
た
、
風
情
の
い
つ
れ
に
も
焦
し
な
い
、
む
し
ろ
此
れ
等
ミ
は
別
の
範
疇
に
あ
る
も
の
ら
し
く
、
歌
が
ら
が
卑
し
い
、
ε
か
、
歌
が
ら
が
よ

ろ
し
い
、
ミ
か
屡
々
い
は
れ
て
み
る
が
、
此
れ
は
、
恐
ら
く
一
首
の
歌
の
も
つ
風
絡
§
冨
つ
た
や
う
な
も
の
を
指
し
て
お
い
で
に
な
る
の
で
あ

ら
う
ざ
思
ふ
。

　
さ
て
、
然
ら
ば
売
地
鳥
勿
院
の
お
考
へ
に
な
っ
て
み
た
趣
向
美
、
歌
調
美
、
風
絡
美
ε
炉
ふ
も
の
は
、
竈
祭
的
に
言
へ
ば
匿
う
い
ふ
も
の
で

あ
っ
た
か
。
歌
合
の
御
判
詞
に
よ
っ
て
、
わ
た
く
し
は
、
そ
れ
を
お
伺
ひ
申
し
あ
げ
る
こ
ミ
に
し
よ
う
。

層
院
御
剃
の
歌
合
に
は
、
建
仁
初
年
Φ
千
五
百
番
歌
合
、
建
仁
二
年
六
月
の
水
無
瀬
釣
殿
當
座
六
首
歌
合
及
び
嘉
頑
二
年
の
七
島
御
歌
合
が
あ
，



る
だ
け
で
、
而
も
、
そ
の
う
ち
千
五
百
番
歌
合
の
分
は
、
勝
論
附
だ
け
で
御
制
詞
が
な
く
、
他
の
二
？
こ
錐
、
歌
合
里
下
の
常
ξ
し
て
姿
の
方

面
に
重
点
を
お
い
て
論
ぜ
ら
れ
τ
を
り
、
且
つ
御
謙
遜
の
御
心
か
ら
御
自
ら
の
御
製
の
御
講
制
に
は
特
別
の
御
手
心
を
あ
そ
ば
さ
れ
て
み
る
御

標
乎
も
葬
せ
ら
れ
る
の
で
、
わ
れ
わ
れ
は
此
れ
等
の
歌
合
か
ら
ば
僅
に
叡
慮
の
大
豊
だ
け
を
御
察
し
申
し
あ
げ
得
る
に
過
ぎ
な
い
。

（
一
）
歌
調
の
美
に
就
い
て
。

　
　
　
い
か
に
ぜ
む
苔
の
・
し
た
行
く
水
だ
に
も
人
に
し
ら
れ
ぬ
道
は
し
叫
け
り

　
　
（
御
剃
罰
）
こ
け
の
下
6
9
く
水
と
い
へ
る
、
い
と
聞
き
よ
く
な
し
。
　
（
以
下
特
に
註
し
な
い
の
は
野
島
御
歌
合
の
御
剣
で
あ
る
。
）

　
蓋
し
、
こ
の
「
聞
ぎ
ょ
く
な
し
」
一
こ
い
ふ
御
評
言
は
、
言
葉
に
音
調
の
雅
美
を
欲
す
る
心
か
ら
署
す
る
の
で
あ
る
。
吾
調
の
雅
美
を
欲
す
る

心
は
、
や
が
て
そ
の
雅
美
を
そ
こ
な
ふ
用
語
を
排
斥
す
る
。

　
　
　
あ
き
萩
の
つ
ゆ
の
よ
す
が
の
さ
、
か
り
葉
も
風
ふ
き
れ
つ
る
色
ぞ
勇
に
し
む

　
　
（
御
剃
詞
）
露
の
よ
す
が
の
さ
か
り
葉
風
盤
石
れ
つ
ら
ん
、
め
づ
ら
し
告
標
な
が
ら
、
す
べ
て
さ
か
り
葉
は
藩
命
に
も
侍
れ
ご
も
い
れ
く
艶
に
は
聞
え
す
。

の
や
う
に
、
よ
し
ん
ば
、
そ
れ
が
新
味
あ
る
表
現
で
あ
っ
て
も
、
え
ん
言
ひ
か
へ
れ
ば
雅
美
の
感
に
訣
け
て
る
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
歌

を
排
斥
す
る
・
こ
い
ふ
の
で
あ
る
。
此
の
個
々
の
言
葉
に
暑
調
の
雅
美
を
求
む
る
心
は
、
そ
の
ま
ま
、
言
葉
つ
づ
き
の
律
調
を
重
ん
ず
る
心
に
嚢

糾
す
る
。
歌
全
髄
の
律
調
の
よ
ろ
し
き
歌
は
レ
そ
れ
だ
け
で
も
秀
歌
S
し
τ
の
存
在
便
値
を
圭
張
出
興
る
ε
ま
で
考
へ
ら
れ
た
。
從
っ
て
、
制

詞
に
於
け
る
後
鳥
朋
院
は
、
特
に
此
の
歌
調
美
に
力
を
お
入
れ
あ
そ
ば
さ
れ
て
、
た
け
あ
り
、
う
る
は
し
、
優
な
り
、
の
三
つ
の
理
念
を
樹
立

せ
ら
れ
て
る
る
。

　
た
け
あ
り
、
ミ
い
ふ
の
は
、
歌
調
の
伸
び
紳
ぴ
ミ
し
て
滞
わ
も
弛
み
も
な
く
高
朗
な
も
の
で
あ
る
が
、
雅
潤
の
感
は
含
ま
な
い
も
の
ε
見
る

べ
く
、
う
る
は
し
は
、
そ
の
雅
潤
味
に
乏
b
き
た
け
あ
る
姿
に
艶
麗
美
雅
潤
味
を
添
加
し
た
も
の
S
考
へ
ら
れ
、
優
は
、
そ
の
う
る
は
し
い
姿

に
更
に
優
美
哀
腕
美
の
添
は
つ
た
も
の
ミ
考
へ
て
間
違
ひ
は
あ
る
ま
い
。
こ
れ
を
例
示
す
れ
ば
、

隠
凝
血
新
古
今
和
歌
集
と
久
原
本

二
九
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た
け
あ
る
歌

　
　
　
風
む
せ
ぶ
檜
原
の
時
雨
か
き
く
ら
し
あ
な
し
の
嶽
に
か
か
る
村
雲
．

　
う
る
は
し
き
歌

　
　
　
朝
日
か
げ
ま
だ
い
で
や
ら
ぬ
あ
し
ひ
き
の
山
は
か
す
み
の
色
ぞ
う
つ
ろ
ふ

　
　
　
定
め
な
き
風
を
待
つ
ま
も
う
つ
ろ
ひ
ぬ
本
あ
ち
の
萩
に
結
ぶ
白
露

　
優
な
る
歌

　
　
　
撒
な
ら
ぬ
み
山
か
く
れ
を
尋
ね
て
ぞ
心
の
末
の
花
も
見
る
べ
く

　
　
・
し
ら
が
し
の
し
ら
ぬ
山
路
に
な
り
ぬ
ミ
も
を
く
れ
じ
S
思
ふ
峰
の
松
風

歌
調
に
、
た
け
あ
る
こ
ε
は
必
要
な
の
で
あ
る
。
他
に
す
ぐ
れ
た
鮎
が
あ
っ
τ
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
左
　
　
　
蹴

　
　
　
風
む
ぜ
ぷ
檜
原
の
時
雨
か
き
く
ら
・
し
あ
な
し
の
嶽
に
か
か
る
村
雲

　
　
　
　
　
　
　
　
右

　
　
　
も
の
お
も
へ
ば
雲
の
は
六
て
な
限
吻
に
て
時
雨
も
い
索
く
降
り
み
だ
る
か
電

　
　
　
（
御
判
詞
）
右
幸
し
ぐ
れ
も
い
れ
く
ふ
サ
み
だ
る
、
や
さ
O
寺
や
う
な
る
な
、
左
右
あ
な
む
の
嶽
に
か
か
ろ
村
雲
れ
け
有
り
て
み
ゆ
れ
ば
勝
と
す
べ
し

さ
あ
る
や
う
に
、
喪
け
あ
る
方
に
即
値
を
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
．
喪
け
あ
る
歌
は
必
ず
し
も
理
想
的
な
歌
調
S
は
言
ひ
が
た
い
の
で
、

　
　
　
け
ふ
は
ま
れ
明
石
の
と
よ
リ
ニ
奇
出
で
て
つ
ら
告
枕
に
の
こ
る
月
か
げ

　
　
（
御
判
詞
）
長
あ
ろ
や
う
に
は
見
え
訟
が
ら
、
え
ん
な
る
さ
翫
に
は
聞
え
す
。

S
い
ふ
御
非
難
が
あ
り
、
ま
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
左



　
　
　
ふ
る
さ
と
の
萩
の
下
葉
も
色
っ
・
き
ぬ
露
の
み
深
ぎ
秋
の
う
ら
み
に

　
　
　
　
　
　
　
　
右

　
　
　
し
ら
つ
ゆ
の
正
な
告
み
だ
ろ
萩
の
枝
に
泪
か
す
そ
ふ
秋
の
夕
く
れ

　
　
　
（
御
剃
詞
）
左
右
と
も
に
や
さ
し
告
や
う
な
れ
ざ
も
右
は
い
ま
ず
こ
し
れ
け
も
有
り
て
艶
に
も
聞
一
9
。

ε
仰
せ
ら
れ
る
。
す
な
は
ち
、
院
は
、
此
の
「
た
け
あ
る
」
事
を
碁
礎
・
こ
し
て
其
の
上
に
雅
潤
艶
麗
の
美
を
加
へ
た
も
の
を
要
求
あ
そ
ば
し
て

み
る
。
お
も
ふ
に
、
院
の
歌
調
美
に
於
け
る
御
理
想
は
、
う
る
は
し
き
歌
「
優
な
る
歌
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
高
朗
の
歌
調
に
艶
麗
優
美

の
感
を
加
味
し
た
も
の
を
以
て
歌
調
美
の
極
致
ぐ
」
あ
そ
ば
さ
れ
た
の
で
億
な
い
か
S
塗
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
．

　
院
は
ま
た
、
を
か
し
ぐ
、
い
ふ
語
を
以
て
鳶
葉
つ
づ
き
の
上
に
興
趣
あ
み
配
列
を
、
ま
た
、
め
づ
ら
し
S
い
ふ
語
を
以
て
染
葉
す
が
た
の
上
に

新
鮮
味
を
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ご
要
求
あ
そ
ば
さ
れ
て
み
る
の
で
あ
る
が
、
．
そ
れ
ら
も
全
燈
の
律
調
美
を
そ
こ
な
は
ぬ
範
園
に
於
て
の
め
づ
ら
し
さ

で
あ
り
、
を
か
し
さ
で
あ
っ
た
。

（
二
）
趣
向
の
美
に
就
い
て
。

　
趣
向
美
に
於
け
る
院
の
御
薦
を
煎
じ
つ
め
る
S
、
や
さ
し
く
面
影
あ
る
歌
、
趣
向
の
め
づ
ら
し
い
歌
、
あ
は
れ
深
き
歌
、
此
の
三
，
つ
を
理
想

美
ε
す
る
に
あ
る
。
一
鵬
、
御
靱
詞
を
伺
ひ
奉
る
に
、

　
　
■
懲
瀬
川
つ
れ
な
き
中
に
行
く
水
は
年
も
ゼ
か
れ
ぬ
涙
な
り
け
り

　
　
（
御
詳
言
）
右
歌
年
も
ぜ
か
れ
．
ぬ
泪
な
嚇
け
・
り
と
い
へ
ろ
よ
ろ
し
く
見
ゆ
’
。

　
　
　
高
砂
の
尾
の
上
の
松
の
初
時
雨
ふ
る
に
か
び
な
奇
世
な
や
し
る
ら
む

　
　
　
（
御
静
言
）
右
れ
か
さ
ご
の
松
の
時
雨
に
そ
ま
ね
ね
ふ
る
に
か
び
な
奇
と
よ
そ
へ
れ
ろ
お
も
ふ
所
あ
り
て
よ
ろ
し
く
見
ゆ
。

な
さ
、
知
巧
的
趣
向
或
は
機
知
的
言
ひ
ま
は
し
の
よ
ろ
し
き
歌
を
推
賞
せ
ら
れ
て
る
る
が
、
こ
の
知
巧
的
に
趣
向
を
め
ぐ
ら
す
叩
合
に
、
最
も

隠
岐
本
新
古
今
和
歌
集
と
久
原
本
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有
力
な
ヒ
ン
ト
を
輿
へ
．
る
も
の
は
古
詩
古
歌
の
類
で
あ
る
。
後
鳥
勿
怪
は
漢
詩
の
こ
霊
は
殆
さ
仰
せ
ら
れ
て
み
な
い
。
院
の
語
ら
せ
給
ふ
の
は

主
S
し
て
古
歌
の
慮
用
に
つ
い
τ
で
あ
る
。
古
歌
の
幌
向
欝
句
を
官
作
に
慮
発
す
る
の
は
所
謂
本
歌
取
り
で
あ
る
。
院
は
、
本
歌
取
わ
の
善
悪

を
非
常
に
問
題
に
あ
．
そ
ば
さ
れ
る
。

　
　
　
山
回
か
み
み
だ
れ
て
匂
ふ
祐
櫻
人
も
す
さ
め
ぬ
春
や
へ
ね
ら
む

　
　
（
御
劃
詞
）
山
れ
か
み
人
も
す
さ
め
ぬ
さ
く
ら
花
と
い
へ
る
本
歌
の
こ
こ
ろ
よ
・
し
、
尤
も
勝
と
す
べ
し
。

瀞
さ
ぶ
る
歎
の
森
の
ほ
と
と
ぎ
す
引
く
し
め
な
に
も
な
く
な
く
や
二
じ

（
御
朔
詞
）
れ
ぎ
二
と
た
ざ
の
み
町
君
け
む
肚
こ
そ
に
て
に
な
げ
き
の
も
噸
と
な
る
ら
め
と
い
ふ
歌
な
と
れ
あ
、
よ
ろ
し
く
聞
6
9
。

　
　
　
つ
つ
め
こ
も
心
の
空
に
れ
つ
雲
の
告
え
ぬ
も
の
か
ら
し
る
人
に
な
己

　
　
（
御
墨
黒
）
下
句
論
え
ぬ
も
の
か
ら
よ
る
か
六
も
な
し
と
い
へ
る
本
歌
に
似
て
待
り
。
二
丈
字
な
と
る
事
は
定
ま
れ
る
事
な
る
な
叉
の
七
丈
字
の
う
ち
三
丈

　
　
字
な
攻
れ
る
に
丈
学
の
お
壱
こ
こ
ろ
も
同
じ
ゆ
ゑ
に
や
、
耳
に
れ
ち
て
聞
6
9
。

　
元
來
、
本
歌
取
り
は
、
－
本
歌
の
ε
り
方
に
知
巧
的
趣
向
の
面
白
さ
を
見
出
す
事
の
外
に
、
．
一
首
の
う
ち
に
本
歌
の
風
情
が
お
の
つ
か
ら
聯
想

せ
ら
れ
τ
一
躍
そ
の
情
趣
を
増
す
の
で
喜
ば
れ
る
の
で
あ
る
。
從
っ
て
此
の
本
歌
取
り
を
賞
美
す
る
心
は
、
一
首
の
背
景
に
優
雅
な
る
聯
想
を

起
さ
せ
る
歌
を
喜
ぶ
心
ε
相
通
ず
み
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
院
は
、
も
ち
ろ
ん
、

　
　
す
ま
の
浦
も
し
ぼ
の
枕
と
ぷ
螢
か
り
れ
の
夢
路
わ
ぶ
と
告
げ
二
ぜ

　
　
　
行
李
の
中
納
言
も
・
し
ほ
六
れ
■
儒
ぴ
け
む
す
ま
の
浦
誠
に
面
　
影
も
あ
る
心
地
・
し
て
あ
り
が
れ
く
侍
る
う
へ
に
、
秋
風
ふ
く
と
か
り
に
告
げ
・
℃
ぜ
な
ざ
い
へ

　
　
　
る
古
歌
田
聯
出
↑
で
、
ら
れ
璽
結
』
側
な
ご
こ
と
に
■
や
ざ
・
し
く
一
侍
団
り
O
　
（
水
無
畏
釣
殿
六
鵡
自
歌
A
冨
）

ε
や
う
に
、
此
の
古
歌
古
事
の
お
も
か
げ
の
し
の
ば
れ
、
さ
ま
ざ
ま
の
聯
想
を
浮
ば
せ
る
歌
が
好
ま
し
き
も
の
に
お
考
へ
あ
そ
ば
さ
れ
た
。

　
　
う
ら
人
の
塵
や
く
里
の
朝
が
す
み
春
の
物
と
や
わ
か
で
見
る
ら
む



　
　
（
御
気
書
）
春
の
し
も
の
と
ρ
ね
か
で
み
ろ
ら
む
と
い
へ
る
業
準
が
歌
に
春
の
物
と
て
な
が
め
く
ら
し
っ
と
よ
め
ろ
も
思
ひ
い
だ
さ
れ
て
や
覧
し
く
見
ゆ
れ
ぼ

　
　
天
の
河
秋
の
一
夜
の
契
り
だ
に
片
野
に
鹿
の
音
々
や
鳴
ぐ
ら
む

　
　
　
（
御
剃
詞
）
秋
の
一
夜
の
ち
ぎ
吻
だ
に
と
い
ひ
て
か
雲
野
に
鹿
の
と
つ
づ
告
れ
る
殊
に
や
さ
し
く
聞
6
9
。
幡
高
の
み
こ
片
野
に
思
し
て
れ
な
ば
れ
つ
め
に

　
　
　
や
こ
か
り
し
む
か
・
し
ま
で
お
も
び
よ
そ
へ
ら
れ
て
お
か
し
く
侍
り
、
何
さ
ま
右
は
秀
逸
と
見
ゆ
れ
ぽ
尊
書
の
歌
癒
ら
ぶ
べ
壱
に
あ
ら
す
。

か
く
て
、
や
さ
し
、
ε
い
ふ
理
念
が
生
れ
る
。
や
さ
し
S
は
、
言
葉
や
趣
向
が
優
雅
な
聯
想
を
も
た
ら
し
且
つ
そ
の
聯
想
に
よ
っ
て
一
首
に
一

展
風
情
を
添
へ
る
場
合
に
名
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
御
口
合
に
、
や
さ
し
く
艶
な
る
を
上
せ
ら
れ
た
御
心
も
や
は
り
同
じ
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
換
言
す
れ
ば
、
一
首
の
う
ち
に
複
雑
な
情
趣
を
も
S
む
る
心
で
あ
り
、
絵
情
の
優
艶
を
庶
幾
ず
る
心
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
次
に
、
趣
向
の
め
づ
ら
し
い
歌
の
例
を
あ
げ
て
み
れ
ば
、

　
　
春
や
と
き
と
ば
か
砂
寺
告
し
縫
…
の
初
音
た
我
と
け
ふ
や
な
か
な
む

　
　
　
（
御
朔
詞
）
初
懸
の
心
め
づ
ら
し
く
侍
る
べ
し
。

こ
れ
は
．
網
首
の
構
想
の
耕
新
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
我
懲
は
忍
ぶ
の
衣
し
の
ぶ
と
も
し
ら
で
み
だ
る
ろ
紬
の
月
影

　
　
　
（
御
剃
詞
）
い
と
め
づ
ら
し
く
は
あ
ら
れ
．
電
も
、
さ
し
て
難
は
見
え
す
。

こ
れ
は
一
首
の
趣
向
が
常
套
的
な
の
を
指
摘
し
て
居
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
凡
そ
め
づ
ら
し
，
ミ
仰
せ
ら
れ
て
み
る
揚
合
に
は
、
言
葉
の
場
合
も

あ
れ
ば
、
か
く
の
如
く
趣
向
の
揚
合
も
あ
る
の
だ
が
、
特
に
言
葉
姿
ざ
御
指
摘
せ
ら
れ
τ
み
な
い
時
は
、
す
べ
て
此
の
趣
向
構
想
の
場
合
ぐ
」
葬

察
し
τ
よ
ろ
し
い
。
で
、
こ
の
撰
に
巌
新
を
こ
ひ
ね
が
ふ
心
か
ら
、
た
S
へ
そ
の
歌
に
難
鮎
は
な
く
S
も
、
．
め
な
れ
た
る
風
情
の
故
を
以
て
こ

れ
を
斥
け
ら
れ
る
。
め
な
れ
た
る
ε
は
、
常
套
的
の
意
で
あ
る
。
た
S
へ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
左

　
　
　
も
ら
さ
鯉
し
と
岩
こ
そ
漢
た
ぜ
・
き
か
へ
し
紬
郡
に
■
く
だ
ぜ
る
ぜ
ぜ
の
白
玉

隠
岐
本
新
古
今
和
歌
集
と
久
原
本

三
三
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（
御
剃
詞
）
左
歌
忍
懲
に
お
ほ
く
亀
き
t
ゆ
る
ふ
る
事
な
れ
ざ
も
、
い
れ
く
あ
・
し
く
は
見
え
．
ず
。

　
　
　
お
も
ふ
、
、
と
岩
れ
の
苔
に
浪
か
け
て
か
は
ら
ぬ
色
に
ぬ
る
る
袖
か
な

　
　
　
（
御
剃
詞
）
忍
懲
に
つ
れ
に
よ
む
風
情
な
り
、
い
糞
く
め
な
れ
巽
れ
ば
特
と
す
べ
し
。

s
あ
る
。

．
「
あ
は
れ
し
ε
い
ふ
語
は
、
め
づ
ら
し
く
S
同
じ
く
、
言
葉
に
も
心
に
も
言
は
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
院
は
特
に
心
ふ
か
く
あ
は
れ
な
る
を
強

調
あ
そ
ば
さ
れ
た
や
う
で
あ
る
。
御
判
詞
か
ら
伺
へ
ば
、

　
　
　
紳
無
月
時
雨
ば
か
り
ぞ
棋
の
屋
に
晋
な
が
ら
の
音
も
か
に
ら
ぬ

　
　
　
（
御
判
罰
）
さ
ぜ
る
事
は
な
け
れ
ざ
も
、
か
に
ら
ぬ
事
に
蒔
雨
ば
か
り
と
よ
め
る
、
あ
は
れ
な
る
や
う
な
ゆ
。

ε
あ
る
。
あ
は
れ
は
元
來
は
感
動
の
慶
事
で
あ
る
が
、
院
な
忌
㊨
御
使
用
例
に
よ
る
ミ
、
涙
も
ろ
き
感
傷
心
の
こ
も
つ
τ
み
る
も
の
を
指
し
て

お
出
で
に
な
る
や
う
で
あ
る
。
こ
の
感
傷
心
は
、
院
の
も
つ
ミ
も
好
み
た
ま
う
た
ε
こ
ろ
で
あ
っ
た
ら
し
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
左

　
　
　
数
鷺
ら
狛
み
山
が
く
れ
為
尋
れ
て
ぞ
心
の
末
の
花
も
見
る
べ
告

　
　
　
　
　
　
　
　
右

　
　
　
ま
が
ひ
こ
し
雲
な
ば
よ
そ
に
吹
告
な
ε
て
峰
の
櫻
に
匂
ふ
は
る
風

　
　
　
左
右
と
も
に
優
に
聞
、
礼
侍
れ
．
ε
も
、
二
こ
ろ
の
末
の
花
誓
い
ろ
ふ
か
く
見
ゆ
。
以
左
爲
勝

の
御
制
詞
に
於
け
る
が
如
く
、
そ
の
姿
に
優
劣
な
き
場
合
に
は
、
叙
景
的
よ
の
も
野
情
的
を
、
露
営
的
よ
り
も
感
傷
的
な
る
方
を
も
つ
て
勝
ε

あ
そ
ば
さ
れ
て
み
る
。
同
健
郡
の
例
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
左

　
　
　
か
み
な
β
く
略
ら
ぬ
か
索
の
空
ま
で
も
風
に
み
だ
れ
て
ふ
る
し
ぐ
れ
哉



　
　
　
　
　
　
　
　
右

　
　
　
忘
ら
れ
ぬ
昔
は
蓮
く
な
り
は
て
て
今
年
も
冬
ぞ
時
雨
來
に
け
る

　
　
　
　
左
歌
扇
ら
ぬ
か
れ
の
空
ま
で
も
風
に
み
だ
れ
て
と
む
め
る
、
よ
ろ
し
く
見
ゆ
る
々
，
右
歌
、
二
と
し
も
冬
ぞ
時
雨
き
に
け
る
と
い
へ
る
、
な
か
し
く
聞

　
　
　
　
1
9
。
勝
劣
わ
け
が
索
け
れ
ざ
も
、
な
ほ
昔
は
蓮
く
と
お
け
ろ
心
あ
に
れ
に
侍
れ
ば
勝
と
串
す
べ
じ
。

　
で
，
趣
向
美
に
於
け
る
院
の
御
理
想
は
一
首
の
中
に
此
の
三
つ
の
長
所
を
か
ね
備
へ
て
る
る
に
あ
る
の
で
あ
ら
う
が
、
必
ず
し
も
さ
う
い
ふ

秀
歌
の
み
で
も
な
い
か
ら
、
そ
の
一
つ
又
は
二
つ
を
で
も
有
っ
て
を
れ
ば
、
こ
れ
を
秀
歌
ε
し
て
賞
美
せ
ら
れ
た
や
う
で
あ
る
。

（
三
）
風
絡
美
に
就
い
て
。

　
　
　
　
　
　
　
　
左

　
　
　
さ
く
ら
花
空
に
あ
ま
ぎ
る
白
雲
の
れ
訟
ぴ
壷
わ
れ
ろ
葛
城
の
山

　
　
　
　
　
　
　
　
右

　
　
　
櫻
さ
く
な
が
ら
の
山
の
永
・
き
日
も
昔
た
懲
ぬ
時
の
間
ぞ
な
音

　
　
　
　
右
懐
蓄
の
ニ
ニ
ろ
ざ
し
あ
は
れ
数
れ
ざ
も
、
歌
か
ら
左
珊
脇
つ
べ
毫
に
や

ま
た
、

　
　
　
さ
の
み
や
は
つ
れ
な
か
ろ
べ
き
子
規
れ
さ
め
の
空
に
二
、
ゑ
も
が
な

　
　
　
（
御
評
）
そ
の
上
歌
が
ら
も
無
下
に
見
6
9
る
な
り

こ
れ
ら
に
よ
つ
て
察
す
る
に
、
歌
が
ら
ε
は
、
歌
調
の
お
の
つ
か
ら
に
具
備
す
る
品
絡
そ
の
も
の
を
い
ふ
も
の
の
や
う
で
あ
る
。
歌
詞
よ
ろ
し

き
歌
は
、
歌
が
ら
も
ま
た
悪
く
は
な
い
。

　
　
　
し
が
ら
き
の
と
や
ま
の
紅
葉
ち
り
は
て
て
さ
び
・
し
き
峰
に
ふ
る
時
雨
か
な

こ
の
歌
を
、
「
や
す
ら
か
に
て
歌
が
ら
も
あ
し
か
ら
ゴ
」
ε
し
て
務
に
せ
ら
れ
た
の
も
，
前
に
掲
げ
た
、
「
さ
く
ら
占
卜
に
あ
ま
ぎ
る
白
雲
の
」

陰
．
童
言
新
古
今
和
歌
集
と
久
原
水

三
五
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の
歌
を
「
歌
が
ら
聯
勝
つ
べ
し
」
ε
せ
ら
れ
た
の
も
、
歌
調
が
流
麗
で
あ
っ
て
、
共
に
氣
品
を
保
有
し
て
み
る
か
ら
で
あ
る
。
で
は
、
さ
う
い

ふ
氣
品
か
ミ
い
、
瀞
ε
、
そ
れ
は
一
口
に
は
言
ひ
き
れ
な
い
、
「
歌
が
ら
さ
ま
で
な
し
」
三
許
せ
ら
れ
た

　
　
さ
び
し
さ
は
庭
の
ま
柴
に
ふ
く
風
の
そ
よ
音
信
れ
て
人
は
問
び
來
す

S
い
ふ
や
う
な
歌
S
前
掲
O
S
を
比
較
す
れ
ば
、
自
ら
悟
る
ミ
」
こ
ろ
が
あ
る
で
あ
ら
う
。
歌
が
ら
の
よ
ろ
し
き
歌
は
、
さ
こ
S
な
く
ス
マ
ー
ト

な
感
じ
、
寸
分
の
隙
の
な
い
品
の
よ
さ
を
も
っ
て
み
る
の
で
あ
る
。

　
か
く
て
、
思
ふ
に
、
後
鳥
議
院
は
、
歌
調
に
於
て
は
優
麗
艶
美
の
調
を
、
趣
向
に
於
て
ば
清
新
に
し
て
複
雑
な
情
趣
美
ε
甘
美
な
感
傷
性
ε

を
、
そ
れ
ぞ
れ
庶
幾
せ
ら
れ
て
を
の
、
且
つ
其
れ
等
の
上
に
ス
マ
ー
ト
な
品
位
ε
い
ふ
も
の
を
期
待
せ
ら
れ
て
る
た
ミ
い
ふ
結
論
S
な
る
で
あ

ら
う
。

　
後
鳥
弱
院
御
亀
傳
の
冒
頭
の
御
言
葉
に
よ
れ
ば
、
院
は
、
・
風
情
に
出
て
す
ぐ
れ
て
み
る
秀
歌
も
、
姿
に
於
て
た
ち
ま
さ
っ
て
み
る
秀
歌
も
、

共
に
お
認
め
に
な
つ
τ
み
る
。
そ
し
て
、
た
S
へ
ば
、
藤
原
定
家
の

　
　
秋
と
だ
に
吹
者
あ
・
へ
ぬ
風
に
色
か
は
る
生
田
の
杜
の
露
の
下
草

の
歌
は
、
心
風
情
に
こ
れ
ε
い
ふ
こ
S
は
な
い
け
れ
噛
こ
も
、
言
葉
姿
が
す
ぐ
れ
て
み
る
が
爲
に
、
す
ぐ
れ
た
歌
だ
噸
こ
賞
讃
せ
ら
れ
て
る
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
院
の
秀
歌
に
於
け
る
最
高
の
御
理
想
は
、
「
こ
ε
葉
も
優
に
や
さ
し
き
う
へ
、
こ
こ
ろ
も
こ
ε
に
ふ
か
き
」
ε
こ
ろ
に
あ
っ
た

も
の
の
如
く
、
今
の
べ
た
、
歌
調
美
、
趣
向
美
、
風
絡
美
が
一
首
の
な
か
に
渾
然
・
こ
し
τ
融
合
し
そ
の
至
美
を
登
輝
せ
る
も
の
を
究
極
の
御
理

想
ε
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
御
口
傳
に
は
、

　
　
繹
阿
（
藤
原
俊
成
）
に
や
さ
し
く
え
む
に
、
こ
こ
ろ
も
ふ
か
く
哀
な
う
と
こ
ろ
も
あ
り
告
、
こ
と
に
愚
意
に
庶
幾
す
る
す
が
れ
也
。

一
、
」
仰
せ
ら
れ
て
み
る
。
水
無
瀬
釣
殿
當
座
六
首
歌
合
に
、
御
製
、



　
　
思
び
つ
つ
へ
に
け
る
年
の
か
び
や
な
回
れ
だ
あ
ら
ま
し
の
夕
暮
の
空

を
「
さ
し
た
る
ぐ
」
が
な
く
ば
一
番
な
さ
は
可
勝
鰍
し
く
」
仰
せ
ら
れ
て
み
る
の
は
、
．
恐
ら
く
は
御
自
讃
の
歌
た
乃
こ
．
、
b
を
表
明
あ
ら
せ
ら
れ
て
る

る
の
だ
ら
う
ε
思
ふ
が
、
こ
の
歌
の
如
き
も
複
雑
な
背
景
を
も
つ
た
感
傷
の
こ
も
れ
る
野
情
歌
で
、
歌
調
も
優
麗
の
美
を
失
は
ず
、
洗
練
せ
ら

れ
た
歌
品
ま
た
か
ね
備
は
つ
て
み
る
。

　
却
説
、
以
上
、
院
の
所
謂
歌
調
美
、
趣
向
美
、
風
絡
美
を
具
燈
的
に
御
検
討
し
奉
っ
た
の
で
あ
る
が
、
い
ふ
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
ら
の
美
を

登
聴
す
る
に
は
夫
れ
夫
れ
雑
多
な
用
語
や
適
當
な
構
想
が
相
俘
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
御
剃
詞
に
於
て
、
難
ε
稔
せ
ら
れ
る
も
の
は
、
此
の

用
語
な
り
構
想
な
り
に
峡
陥
が
あ
っ
て
上
述
の
美
を
獲
現
す
る
障
碍
を
な
し
て
み
る
も
の
・
を
指
摘
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
ゆ
わ
れ
わ
れ
は
此
の

難
の
内
容
を
吟
味
す
る
こ
ε
に
よ
っ
て
、
更
に
、
ま
た
後
鳥
勿
院
の
幕
際
逡
巡
に
あ
た
っ
て
の
御
標
準
を
御
推
察
車
し
あ
げ
る
こ
S
が
出
來

る
。
難
は
無
論
、
用
語
上
の
難
ぐ
」
構
想
上
の
難
－
こ
に
分
れ
る
。

A
　
用
語
上
の
難
。

第
一
、
歌
調
或
は
風
情
に
適
合
し
潅
い
言
葉
。

　
　
傭
の
色
に
は
見
え
む
騨
無
月
つ
れ
録
告
松
に
時
雨
降
り
な
ば

　
　
　
柵
卿
り
の
な
ざ
い
へ
る
、
こ
ひ
ね
が
ふ
べ
ぎ
や
・
り
に
も
あ
ら
す
。

　
　
　
あ
ま
の
戸
の
あ
け
ゆ
く
空
は
う
れ
し
き
な
猫
は
れ
や
ら
す
れ
つ
霞
か
な
．

　
　
　
う
れ
㌔
レ
・
き
た
と
い
へ
る
庶
幾
ぜ
ら
れ
ず
・
o

い
ま
も
な
ほ
む
か
し
や
懲
ふ
る
橘
の
花
ち
る
さ
と
に
な
く
ほ
と
と
ぎ
す

　
・
末
の
句
い
か
に
そ
や
聞
ゆ
。

隠
岐
本
新
古
今
和
歌
集
と
久
原
本

三
七
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第
二
、
同
義
語
の
重
複
。

　
　
　
年
な
へ
て
ひ
け
ご
よ
は
ら
ぬ
梓
弓
さ
て
や
6
9
つ
る
の
か
け
に
な
れ
け
む

　
　
　
　
歌
が
ら
は
ご
と
ご
と
し
げ
に
て
い
や
し
き
さ
ま
に
は
見
え
ざ
ろ
な
、
上
野
に
梓
弓
と
い
び
て
下
句
に
一
9
つ
る
と
よ
め
る
は
、
も
し
同
ご
事
に
や
。

　
　
　
や
ま
の
は
に
あ
叫
あ
け
の
耳
の
残
ら
ず
は
霞
に
明
る
そ
ら
存
見
ま
む
や

　
　
　
　
か
す
み
に
湿
る
そ
ら
た
見
ま
し
や
と
い
へ
る
あ
む
か
ら
す
見
6
9
る
を
、
上
句
に
有
明
と
お
告
て
下
句
に
か
す
み
に
あ
く
る
と
い
へ
る
、
す
・
、
し
お
ぼ
つ

　
　
　
　
か
取
く
や
侍
る
べ
か
ら
む
。

第
三
、
意
昧
の
充
分
に
通
じ
が
た
き
用
語
。

　
　
　
露
す
が
る
彪
の
萩
原
い
う
つ
き
ぬ
い
か
な
る
人
の
思
び
そ
む
ら
む

　
　
　
　
萩
の
人
の
思
准
そ
む
樹
む
事
、
い
か
電
る
べ
し
と
は
箆
え
す
。

　
　
　
い
も
ぜ
川
か
さ
な
る
年
の
か
び
ぞ
な
毫
湘
ば
か
り
は
う
き
沈
め
こ
も

　
　
　
　
な
み
だ
欝
は
う
き
・
し
づ
め
ざ
も
と
よ
め
る
、
い
さ
さ
か
お
ぼ
つ
か
な
く
聞
1
9
。

B
　
構
想
上
の
難
。

第
一
、
趣
向
の
前
後
一
致
せ
ざ
る
も
の
。

　
　
　
泣
く
な
み
だ
淵
と
な
り
て
も
年
は
へ
ぬ
い
つ
ま
で
繭
の
下
に
よ
ざ
ま
む

　
　
　
　
淵
と
な
”
て
年
に
へ
ぬ
と
よ
め
る
久
し
零
丁
も
つ
よ
く
見
ゆ
る
に
下
旬
に
い
つ
ま
で
紬
の
下
に
よ
ご
ま
む
と
い
へ
る
、
忍
ぶ
心
に
か
れ
こ
れ
芳
や
よ
し

　
　
　
　
な
か
る
べ
き
。

第
二
、
題
意
に
添
は
ざ
る
か
、
若
し
く
は
題
意
の
表
現
の
不
充
分
な
る
も
の
。

　
　
夜
　
鹿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
左



九
大
國
丈
學
　
第
一
號

四
〇

三
、
後
鳥
勿
院
の
御
選
歌
態
度
ε
隠
岐
本

　
隠
岐
本
に
於
て
除
か
れ
た
歌
は
、
何
等
か
の
意
昧
で
叡
慮
に
添
は
な
か
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
に
逡
ひ
な
い
。
だ
が
、
き
う
い
ふ
鮎
が
お
氣
に

召
さ
な
か
っ
た
の
か
ぐ
」
い
ふ
こ
・
こ
に
な
る
ε
、
除
棄
の
御
理
由
が
し
る
さ
れ
て
み
な
い
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
に
は
、
は
っ
き
り
ミ
分
ら
な
い
。
わ

た
く
し
に
は
、
た
だ
前
章
に
あ
げ
た
院
の
御
歌
鋼
標
準
S
除
棄
せ
ら
れ
た
歌
ε
を
照
し
あ
は
せ
て
、
そ
の
お
ほ
よ
受
を
類
推
申
し
あ
げ
る
こ
ざ

が
出
馬
る
だ
け
で
あ
る
。
さ
て
、
わ
た
く
し
の
考
へ
る
ε
ご
ろ
の
除
棄
て
ら
れ
た
理
由
を
類
別
し
て
み
る
さ
，
ざ
つ
S
次
の
通
り
S
な
る
。

（
一
）
本
歌
S
り
の
拙
い
歌
。
た
ε
へ
ば
、
秋
上
の

　
　
　
み
つ
ぐ
き
の
岡
の
菖
葉
も
色
づ
き
で
今
朝
う
ら
が
な
し
秋
の
は
つ
風

S
い
ふ
歌
は
、
美
髪
集
聖
霊
の
「
雁
が
ね
の
寒
く
鳴
き
し
ゅ
水
董
の
岡
の
葛
葉
は
色
づ
き
に
け
り
」
S
い
ふ
歌
を
本
歌
S
し
て
み
る
の
で
あ
る

が
、
本
歌
S
此
の
作
ε
を
比
べ
て
み
る
ε
、
本
歌
の
趣
向
が
そ
の
ま
ま
此
の
歌
に
ε
り
用
ゐ
ら
れ
て
る
て
、
そ
こ
に
作
者
の
興
昧
あ
る
趣
向
上

の
工
夫
さ
い
ふ
も
の
が
乏
し
い
憾
み
を
感
ず
る
。
由
來
、
本
歌
取
り
は
、
懸
の
歌
を
季
節
に
ε
り
な
し
た
り
、
或
は
秋
の
季
の
歌
を
審
の
歌
に

S
り
用
み
た
り
な
き
し
て
、
そ
の
本
歌
を
背
景
に
感
ず
る
こ
S
に
よ
つ
τ
、
】
首
の
う
ち
に
二
重
の
情
趣
美
を
醸
成
し
よ
う
ミ
す
る
・
こ
こ
ろ
に

其
の
妙
味
が
あ
る
の
で
あ
る
が
，
こ
の
歌
の
揚
合
で
は
、
そ
の
本
歌
ε
り
の
妙
味
が
充
分
褒
思
せ
ら
れ
て
る
な
い
。
此
の
歌
の
除
か
れ
た
理
由

は
こ
の
貼
に
あ
る
の
で
あ
ら
う
亡
思
ふ
。
懸
三
の

　
　
　
み
つ
ぐ
き
の
岡
の
葛
葉
を
吹
き
か
へ
し
誰
か
は
君
を
懸
ひ
む
ε
お
も
ひ
し

　
　
　
本
歌
、
み
つ
ぐ
き
の
岡
の
く
亮
ゾ
葉
々
吹
き
か
へ
し
お
も
・
し
る
子
ら
が
見
え
ね
頃
か
も

或
は
夏
の
部
の



　
　
　
郭
公
い
ま
ひ
ε
こ
ゑ
は
お
も
ひ
毘
で
よ
お
い
そ
の
森
の
よ
は
の
む
か
し
を

　
　
　
本
歌
、
東
路
の
愚
出
に
ぜ
む
時
島
老
曾
の
森
の
夜
牛
の
幅
こ
ゑ

な
さ
、
か
う
し
た
類
例
は
、
砂
く
な
い
の
で
あ
る
。

（
二
）
趣
向
の
陳
腐
に
し
て
常
套
的
な
る
歌
。
警
へ
ば
秋
上
の

　
　
　
秋
は
た
だ
心
よ
り
お
く
夕
露
を
袖
の
ほ
か
に
も
お
も
ひ
け
る
か
な

の
や
う
に
袖
の
涙
を
露
や
時
雨
に
い
ひ
か
け
乃
の
臓
古
く
か
ら
盛
ん
に
湘
ゐ
ら
れ
た
技
巧
で
あ
っ
て
、
既
に
型
に
は
ま
っ
た
趣
向
ぐ
」
な
っ
て
み

る
。
從
っ
て
、
此
の
「
秋
は
た
だ
」
の
歌
を
は
じ
め
、
此
の
種
の
傾
向
の
も
の
は
、
凡
そ
他
に
長
所
の
な
い
限
り
、
み
ん
な
除
棄
せ
ち
れ
て
る

る
。
所
謂
「
め
づ
ら
じ
か
ら
ず
、
め
な
れ
た
れ
ば
」
除
か
れ
た
の
で
あ
ら
う
。
す
な
は
ち
、

　
　
　
こ
の
ば
散
る
時
雨
や
ま
が
ふ
我
袖
に
も
ろ
き
な
み
だ
の
色
ミ
」
見
る
ま
で

　
　
　
し
ぐ
れ
か
ε
き
け
ば
木
の
は
の
ふ
る
物
を
そ
れ
に
も
ぬ
る
る
わ
が
侠
か
な

　
　
　
澤
に
お
ふ
る
若
菓
な
ら
ね
ば
い
た
づ
ら
に
年
を
つ
む
に
も
袖
は
ぬ
れ
け
り

　
　
　
露
は
袖
に
物
お
も
ふ
こ
ろ
は
さ
ぞ
な
お
く
か
な
ら
ず
秋
の
な
ら
ひ
な
ら
ね
汐

な
さ
、
み
な
此
の
同
類
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
　
吉
野
山
花
や
さ
か
り
に
匂
ふ
ら
む
ふ
る
を
こ
さ
ら
ぬ
み
ね
の
し
ら
雲

　
　
　
ま
さ
ち
か
き
い
さ
さ
む
ら
竹
風
ふ
け
ば
秋
に
お
さ
ろ
く
夏
の
よ
の
夢

こ
れ
ら
も
矢
張
り
此
の
部
類
に
入
る
べ
き
だ
ら
う
。
後
の
方
の
な
さ
、
．
新
古
今
集
で
も
此
の
歌
の
す
ぐ
前
に
同
趣
向
の
歌
が
あ
る
。

（
三
）
題
意
の
充
分
に
生
か
さ
れ
て
み
な
い
歌
。
讐
へ
ば
、
．
秋
上
の

　
　
　
み
山
路
や
い
つ
よ
り
秋
の
色
な
ら
．
む
見
ざ
り
し
雲
の
夕
ぐ
れ
の
室

隠
岐
本
新
古
今
和
歌
集
と
久
原
本

四
一
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こ
れ
は
「
山
路
秋
行
」
ざ
い
ふ
題
で
よ
ま
れ
た
歌
だ
が
、
本
居
宣
長
も
論
じ
て
み
る
や
う
に
、
趣
向
の
上
に
題
意
が
充
分
は
た
ら
か
さ
れ
て
る

な
い
。
ま
た
、
「
見
れ
さ
も
逢
は
ぬ
懸
」
ε
い
ふ
題
に
、

　
　
　
人
知
れ
ぬ
懲
に
わ
が
身
は
沈
め
き
も
み
る
め
に
浮
く
は
涙
な
り
け
り

の
歌
は
、
上
貫
忍
ぶ
懸
の
心
に
も
S
れ
τ
、
題
意
が
充
分
に
出
な
い
。
他
に
も
、
か
う
い
ふ
類
に
入
る
の
が
相
當
多
い
の
で
あ
る
。

（
四
）
歌
調
や
意
株
の
上
か
ら
妥
當
を
か
く
用
語
の
歌
。
た
S
へ
ば
、
春
機
、
春
山
月
、

　
　
　
出
ふ
か
み
な
を
影
さ
む
し
春
の
月
室
か
営
く
も
り
雪
は
ふ
り
つ
つ

の
歌
に
於
て
、
「
空
か
き
く
も
り
」
が
春
の
月
か
げ
に
平
し
τ
意
味
の
上
か
ら
穏
か
で
な
い
。
ま
た
、
「
雲
は
ふ
り
つ
つ
」
ミ
あ
る
以
上
「
影
さ

む
し
」
も
重
複
で
あ
る
。
院
の
御
言
葉
を
借
わ
れ
ば
、
こ
の
歌
は
、
「
言
葉
の
よ
せ
な
し
」
S
で
も
い
ふ
べ
き
笠
こ
ろ
で
あ
ら
う
。

　
　
　
ふ
か
く
さ
の
里
の
月
か
げ
さ
び
し
さ
も
佳
み
こ
し
ま
ま
の
野
ぺ
の
あ
き
風

歌
合
の
御
制
詞
の
例
に
し
た
が
へ
ば
、
こ
の
「
さ
び
し
さ
も
し
も
庶
幾
せ
ら
れ
ぬ
姿
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（山

n
）
歌
調
に
暢
蓮
優
艶
味
を
か
く
歌
。

　
　
冬
の
部

　
　
　
し
ら
浪
に
弱
う
ち
か
は
し
濱
ち
き
り
か
な
し
き
物
は
夜
牟
の
一
こ
ゑ

こ
れ
は
、
言
葉
つ
づ
き
が
よ
ろ
し
か
ら
ず
、
暢
蓮
を
鋏
く
も
の
で
あ
る
。

　
　
秋
上

　
　
　
た
っ
た
山
夜
串
に
あ
ら
し
の
松
ふ
け
ば
雲
に
は
う
ε
き
み
ね
の
月
影

こ
れ
は
、
た
け
あ
る
姿
で
は
あ
る
け
れ
さ
も
、
艶
麗
昧
が
鋏
・
て
け
み
る
。

　
　
秋
上



　
　
　
萩
が
袴
ま
袖
に
か
け
τ
た
か
ま
費
の
を
の
へ
の
宮
に
領
巾
ふ
る
や
誰

　
　
　
入
日
さ
す
ふ
も
S
の
を
ば
な
う
ち
な
び
き
た
が
秋
風
に
う
づ
ら
な
く
ら
む

こ
れ
ら
も
矢
張
り
優
艶
味
の
な
い
歌
で
あ
る
。

（
七
）
聯
想
美
を
も
た
な
い
歌
。

　
　
　
春
に
の
み
年
は
あ
ら
な
む
あ
ら
を
田
を
か
へ
す
が
へ
す
も
花
を
見
る
べ
く

　
　
　
け
ふ
だ
に
も
庭
を
さ
か
り
S
う
つ
る
花
き
え
ず
ば
あ
り
ミ
も
雪
か
・
こ
も
見
よ

　
　
　
わ
が
宿
の
物
な
り
な
が
ら
さ
く
ら
花
ち
る
を
ば
え
こ
そ
S
き
め
ざ
り
け
り

　
趣
向
が
理
窟
つ
ほ
く
て
且
つ
翠
調
で
、
具
象
的
な
聯
想
を
呼
ば
な
い
。
こ
れ
は
、
前
章
に
の
べ
た
後
鳥
％
院
の
趣
向
美
の
御
標
準
に
あ
は
な

い
。
從
つ
で
除
棄
て
ち
れ
て
る
る
。

　
院
は
そ
の
歌
の
背
後
に
情
趣
深
い
優
艶
な
世
界
を
聯
想
さ
せ
る
歌
を
喜
ば
れ
π
。
そ
れ
は
複
雑
な
内
容
を
歌
に
含
ま
せ
む
S
す
る
趣
向
を
要

求
す
る
心
で
あ
る
。
自
然
、
さ
う
い
ふ
心
は
、
物
語
的
情
趣
美
を
漱
呈
す
る
。

　
　
　
を
し
め
さ
も
ち
り
は
て
ぬ
れ
ば
櫻
ば
な
い
ま
は
木
ず
ゑ
を
な
が
む
ば
か
り
そ

　
　
　
こ
の
ほ
さ
は
し
る
も
知
ら
ぬ
も
玉
鉾
の
ゆ
き
か
ふ
袖
は
花
の
香
ぞ
す
る

　
　
　
見
渡
せ
ば
花
も
紅
葉
も
な
か
り
け
り
浦
の
ε
ま
や
の
秋
の
夕
暮

　
　
　
こ
の
夕
ふ
り
つ
る
雨
は
ひ
こ
ぼ
し
の
ε
わ
た
る
舟
の
か
ひ
の
し
つ
く
か

　
　
　
あ
ら
を
田
の
こ
ぞ
の
ふ
る
ね
の
ふ
る
蓬
い
ま
は
春
ぺ
S
ひ
こ
ば
へ
に
け
り

す
な
は
ち
、
物
語
的
情
趣
美
に
訣
け
た
歌
で
あ
る
。
趣
向
が
軍
調
な
歌
で
あ
る
。

　
　
　
風
ま
ぜ
に
雪
は
ふ
り
つ
つ
し
か
す
が
に
霞
た
な
び
き
春
は
來
に
け
り

隠
岐
本
新
古
今
和
歌
菓
と
久
原
本

四
三
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時
は
い
ま
は
春
に
な
り
ぬ
S
み
雪
ふ
る
ε
ほ
き
山
べ
に
霞
た
な
び
く

の
や
う
な
一
景
直
叙
の
歌
も
、
此
の
複
難
な
趣
向
邪
な
く
、
物
語
的
聯
想
美
に
鋏
く
る
が
故
に
除
か
れ
た
の
だ
ら
う
・
こ
思
ふ
か
ら
、
や
は
り
此

の
部
類
に
入
れ
る
べ
き
で
あ
ら
う
。

（
八
）
贈
答
歌
の
購
の
歌
の
除
か
れ
た
場
合
の
返
し
歌
。

　
此
の
楊
合
は
、
返
し
の
方
が
善
い
悪
い
に
絢
ら
ず
き
ま
っ
て
購
の
方
ε
一
緒
に
除
か
れ
て
み
る
。
例
は
一
々
あ
ぐ
る
に
も
及
ぶ
ま
い
。
但
し

囎
の
方
が
徐
か
れ
て
る
な
い
時
に
は
、
返
し
の
方
は
除
か
れ
て
み
る
場
合
ε
除
か
れ
て
み
な
い
場
合
く
』
が
あ
る
、
そ
れ
は
そ
の
返
歌
の
善
悪
に

よ
る
の
で
あ
る
。

（
九
）
院
の
御
嬉
倫
に
あ
は
ざ
る
歌
。

　
前
章
に
あ
げ
た
や
う
に
後
鳥
勿
院
は
そ
の
御
判
詞
の
中
で
、
ほ
ミ
」
S
ぎ
す
の
鳴
か
な
い
S
い
ふ
趣
向
は
面
白
く
な
い
、
ざ
仰
せ
ら
れ
て
み
る

が
、
夏
の
部

　
　
　
あ
り
あ
け
の
月
は
ま
た
ぬ
に
出
で
ぬ
れ
き
猶
山
ふ
か
き
ほ
S
ミ
ぎ
す
か
な

を
除
き
す
て
ら
れ
た
の
は
、
恐
ら
く
そ
れ
S
同
じ
御
趣
意
か
ら
出
た
の
で
あ
ら
う
。
か
う
い
ふ
の
は
、
な
ほ
他
に
も
あ
る
べ
き
筈
で
、
「
た
れ

し
の
べ
」
「
た
れ
秋
風
」
「
た
れ
か
知
ら
ま
し
」
ε
い
ふ
や
う
な
言
ひ
方
を
し
た
歌
が
撒
多
く
棄
τ
ら
れ
τ
み
る
の
も
或
は
此
の
部
類
に
贋
す
べ

き
も
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
　
　
ふ
る
雪
に
ま
こ
ε
に
篠
屋
い
か
な
ら
ん
け
ふ
は
宮
こ
に
跡
だ
に
も
な
し

S
い
ふ
の
は
、
逡
島
御
歌
合
に
、

　
　
　
　
　
　
　
左

　
　
軒
は
あ
れ
て
誰
か
み
な
せ
の
宿
の
月
泄
ぎ
に
し
ま
ま
の
色
や
さ
び
し
善



久
方
の
か
つ
ら
の
影
に
な
く
鹿
の
光
々
か
け
て
聲
も
さ
や
け
き

左
歌
す
べ
て
い
旗
く
あ
し
く
も
な
き
為
あ
ら
は
に
夜
と
い
ふ
事
見
え
す
な
ご
い
ふ
難
は
侍
ら
む
す
ら
む
。

　
　
朝
　
霞

　
　
　
さ
え
か
へ
る
錘
け
の
春
の
朝
く
も
り
霞
む
な
の
み
や
窒
に
れ
つ
ら
む

　
　
　
か
す
む
名
の
み
や
空
に
．
れ
つ
ら
む
と
い
ヘ
ズ
浬
悪
む
か
ら
す
聞
ゆ
れ
こ
も
、
題
の
心
に
お
も
へ
ば
名
ば
か
り
の
霞
㎞
μ
な
ぼ
い
さ
さ
か
存
と
る
べ
く
や
。

第
三
、
常
識
に
あ
は
ざ
る
趣
向
の
も
の
。

　
　
　
さ
び
し
さ
は
庭
の
眞
柴
に
ふ
く
風
の
そ
よ
音
信
れ
て
人
は
問
來
す

　
　
　
　
い
か
な
ろ
や
ま
里
に
も
庭
に
柴
の
生
ふ
る
こ
と
見
え
す
。

　
　
時
雨
つ
つ
風
さ
だ
ま
ら
す
な
る
ま
ま
に
む
ら
巽
ま
よ
ふ
な
ち
こ
ち
の
山

　
　
　
む
ら
雲
ま
よ
ふ
蓮
近
の
山
亭
よ
ろ
し
昏
や
う
な
る
な
、
冬
の
初
と
て
風
定
ま
ら
す
と
よ
め
ろ
事
、
常
に
は
聞
え
す
。

第
四
、
評
者
の
好
爾
に
あ
は
ざ
る
も
の
。

　
　
さ
の
み
や
は
つ
れ
な
か
る
べ
き
子
規
れ
ざ
め
の
空
に
一
こ
ゑ
も
が
癒

　
　
　
ほ
と
と
ぎ
す
の
題
に
い
ま
だ
き
か
ざ
る
心
水
意
な
く
や
侍
ら
む
。

柴
の
戸
な
あ
さ
け
の
夏
の
表
手
に
秋
な
と
も
な
ふ
松
の
一
こ
ゑ

　
夕
な
ご
や
松
風
と
も
な
ふ
べ
奇
柴
の
戸
た
あ
さ
け
の
衣
頗
る
よ
ぜ
な
き
に
事
解
る
た
や
。

　
わ
た
く
し
は
、
後
鳥
朋
院
の
御
歌
學
書
並
に
歌
合
御
器
詞
に
よ
つ
τ
、
以
上
、
院
の
御
歌
論
若
し
く
は
御
歌
判
標
準
ミ
い
ふ
も
の
を
御
考
察

申
し
あ
げ
た
の
で
あ
る
が
、
上
に
の
べ
た
院
の
御
参
へ
は
同
時
に
御
選
歌
の
際
の
御
標
準
・
こ
な
る
も
の
で
あ
る
。
わ
た
く
し
は
、
此
の
御
標
準

を
水
先
案
内
ε
し
て
、
更
に
進
ん
で
、
隠
岐
本
御
撰
定
に
あ
た
っ
て
の
院
の
御
態
度
を
お
伺
ひ
し
た
い
ミ
思
ふ
。

隠
岐
本
新
古
今
和
歌
集
と
久
原
本

三
九



　
　
　
　
　
　
　
　
右

　
　
　
淋
し
さ
は
ま
だ
見
ね
島
の
山
里
々
思
び
や
ろ
に
も
住
む
ニ
ニ
ち
し
て

　
　
　
　
左
右
と
も
に
お
も
び
や
り
雲
ろ
由
の
家
に
湿
る
な
い
ま
だ
見
ぬ
為
思
ひ
や
ら
む
よ
り
に
、
と
し
久
・
し
く
見
て
お
も
び
出
で
ん
は
、
今
少
し
心
ざ
し
も
ふ

　
　
　
．
か
か
る
ぺ
け
れ
ば
、
相
構
へ
て
一
番
は
左
の
勝
と
す
べ
し
。

ミ
」
仰
せ
ら
れ
て
み
る
の
S
同
じ
御
幣
田
に
よ
っ
て
除
か
れ
た
も
の
ε
思
ふ
。
蓋
し
、
此
の
「
ふ
る
雪
に
」
の
歌
の
前
に
、
古
西
上
人
の

　
　
　
つ
ね
よ
り
も
篠
屋
の
軒
ぞ
う
つ
も
る
る
今
日
は
都
に
初
雪
や
降
る

が
あ
っ
て
、
こ
の
方
は
除
か
れ
．
て
み
ず
、
そ
の
返
し
で
あ
る
「
ふ
る
雪
」
の
方
が
除
か
れ
た
の
は
、
二
王
上
人
の
揚
合
は
、
曾
て
佳
み
な
れ
た

’
都
を
蓬
か
に
懐
し
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
返
し
の
方
は
、
ま
だ
見
ぬ
山
里
を
思
ひ
や
っ
て
の
詠
だ
か
ら
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
だ
け
實
感
の
深
さ
が

乏
し
い
わ
け
で
、
嘉
島
御
歌
合
の
右
歌
の
此
身
S
同
種
で
あ
る
。
わ
た
く
し
は
、
恐
れ
多
い
こ
ε
な
が
ら
、
後
鳥
弼
院
は
そ
の
御
痛
ま
し
い
御

燈
瞼
か
ら
し
て
か
う
い
ふ
下
敷
の
ふ
か
さ
を
求
め
ら
れ
る
御
心
持
が
切
實
に
渡
ら
せ
ら
れ
た
の
で
あ
ら
う
S
葬
察
し
奉
る
の
で
あ
る
。
同
じ
遠

島
御
歌
合
に
、

　
　
　
山
ひ
め
の
霞
の
袖
も
紅
に
ひ
か
り
そ
へ
た
ぢ
あ
さ
日
か
げ
か
な

の
歌
を
、
「
か
す
み
の
袖
も
紅
に
光
そ
へ
た
る
朝
日
か
け
、
あ
ま
り
華
や
か
に
聞
ゆ
る
に
や
」
S
仰
せ
て
斥
け
給
う
て
み
る
。
・
や
は
り
、
こ
れ

も
そ
の
御
境
遇
が
齎
し
た
御
趣
味
に
よ
る
の
で
あ
ら
う
吊
こ
思
ふ
。
院
は
（
八
）
に
あ
げ
た
や
う
に
一
方
で
は
趣
向
の
巧
緻
を
重
ん
ぜ
ら
れ
な
が

ら
、
ま
た
一
方
で
は
か
く
の
如
く
華
麗
な
、
そ
し
て
作
爲
の
歴
然
た
る
歌
を
拒
否
す
る
御
心
に
ゐ
ら
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
み
よ
し
の
の
高
ね
の
櫻
ち
り
に
け
り
嵐
に
し
ろ
き
春
の
明
ぼ
の

　
　
　
あ
ふ
さ
か
や
木
ず
ゑ
の
花
を
ふ
く
か
ら
に
嵐
ぞ
か
ず
む
せ
き
の
杉
む
ら

の
や
う
な
歌
を
棄
て
さ
せ
ら
れ
た
の
は
、
ま
た
此
の
御
心
か
ら
出
て
み
る
も
の
の
や
う
に
葬
せ
ら
れ
る
。
當
時
の
院
の
御
好
み
は
、
御
實
感
に

ひ
き
あ
て
τ
、
あ
は
れ
深
津
を
好
ま
せ
給
う
た
の
で
、
た
だ
華
麗
に
し
て
野
情
味
に
乏
し
い
如
上
の
作
品
を
除
棄
て
さ
せ
ら
れ
た
。
即
ち
、
こ

隠
岐
本
新
古
今
和
歌
集
と
久
原
本

四
五
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六

れ
も
そ
の
御
趣
味
の
御
標
準
に
よ
る
御
選
揮
で
あ
る
。

　
以
上
の
嚇
こ
ほ
り
見
て
く
る
一
こ
、
隠
岐
本
に
於
け
る
御
選
歌
は
大
工
に
於
て
御
歌
判
書
に
よ
っ
て
伺
ひ
奉
っ
た
御
標
準
に
一
致
す
る
の
を
見
る

．
の
で
あ
る
が
、
た
だ
此
の
（
九
）
の
最
後
の
二
例
は
、
後
鳥
門
院
の
御
好
み
が
、
隠
岐
御
腰
幸
以
後
に
愛
つ
τ
來
た
こ
ε
を
物
語
る
有
力
な
謹

撮
だ
S
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。
但
し
、
院
の
御
好
み
は
昔
・
こ
今
ミ
全
く
そ
の
質
を
異
に
し
た
も
の
で
あ
る
か
さ
う
か
、
ぐ
一
い
ふ
こ
ざ
に
な
る
藤

衣
、
新
古
今
の
御
選
歌
心
時
に
も
、
か
様
な
お
好
み
の
傾
向
が
あ
ら
は
れ
て
み
た
の
で
、
全
然
そ
の
質
を
異
に
し
て
み
る
も
の
帰
こ
は
思
は
れ
な

い
。
一
回
に
い
ふ
ぐ
」
、
こ
れ
は
量
の
愛
化
で
あ
る
。

　
試
み
に
、
千
五
百
番
歌
合
の
巻
第
九
及
び
巻
第
＋
の
御
制
を
葬
見
す
る
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
左

　
　
　
こ
の
ゆ
ふ
べ
風
吹
き
た
ち
ぬ
自
露
に
あ
ら
そ
ふ
萩
を
あ
す
や
か
も
み
む

　
　
　
　
　
　
　
　
右
勝

　
　
　
夕
ま
ぐ
れ
待
つ
人
は
こ
ぬ
故
郷
の
も
S
あ
ら
の
小
萩
風
ぞ
S
ふ
な
る

の
如
き
が
屡
々
見
え
て
み
る
。
こ
れ
は
院
が
概
念
的
説
明
の
歌
よ
の
印
象
的
景
趣
に
聯
想
を
呼
ぶ
歌
を
好
ま
せ
ら
れ
た
こ
ε
を
物
語
る
も
の
で

あ
る
。
更
に
、
さ
ち
ら
も
印
象
的
景
趣
を
描
出
し
た
揚
合
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
左

　
　
　
浪
の
う
つ
玉
の
浦
わ
の
あ
ら
磯
に
光
を
く
だ
く
夜
は
の
且
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
右
勝

　
　
　
月
を
の
み
伏
見
の
さ
ε
の
秋
の
暮
松
風
な
ら
で
ε
ふ
人
庵
な
し



の
や
う
に
，
あ
は
れ
深
く
物
佗
ぴ
だ
趣
の
勝
つ
た
方
を
探
り
給
う
て
み
る
。
郎
ち
、
後
鳥
勿
院
に
は
、
維
薔
的
景
趣
の
歌
の
中
に
も
、
詠
歎
的

要
素
が
濃
厚
に
あ
り
、
情
緒
的
、
感
傷
的
な
分
子
を
含
ん
で
み
る
の
を
其
の
頃
か
ら
忍
ば
れ
て
み
た
の
で
あ
る
。
‘
此
の
貼
、
遠
島
御
歌
合
の
御

・
判
詞
に
よ
っ
て
葬
察
申
し
あ
げ
た
錨
ε
少
し
も
蓮
は
な
い
の
で
あ
る
。
隠
岐
に
於
け
る
院
の
御
妊
み
は
、
差
し
、
此
の
御
傾
向
の
継
績
で
あ
っ

て
、
切
畑
な
復
果
樹
に
よ
つ
τ
此
の
御
傾
向
が
一
暦
沈
潜
的
に
な
わ
純
化
せ
ら
れ
て
來
た
も
の
だ
ぐ
」
考
へ
奉
な
の
が
五
器
で
あ
ら
う
。
郎
ち
質

的
黒
化
で
薮
ぐ
三
色
受
忍
な
の
で
あ
み
。
後
鳥
勿
院
に
は
藤
原
定
家
な
さ
に
は
見
ら
れ
な
い
、
あ
た
牝
か
い
心
の
通
っ
た
ぐ
」
こ
ろ
、
情
緒
的
な

や
さ
し
さ
が
み
る
や
う
で
あ
る
。
乃
ち
、
そ
の
御
歌
學
の
上
に
も
、
そ
の
御
作
品
の
上
に
も
藤
原
俊
成
の
影
響
が
大
き
い
の
を
感
ず
る
。

　
隠
岐
本
御
撰
定
の
御
目
的
は
、
一
に
は
集
中
の
劣
作
を
除
き
、
一
に
は
院
御
自
身
の
御
製
の
激
を
減
じ
給
ふ
に
あ
っ
た
や
う
で
あ
る
。
前
者

は
集
の
精
撰
を
期
し
給
ふ
御
心
よ
り
出
で
、
後
者
は
院
の
御
謙
遜
の
御
心
よ
り
出
て
み
る
。
但
し
、
隠
岐
本
の
御
即
智
に
よ
れ
ば
、
集
の
面
目

を
愛
ず
る
や
う
な
改
撲
は
望
ま
せ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
豊
は
明
か
で
あ
る
。
從
っ
て
、
集
中
の
歌
の
精
撰
に
あ
た
っ
て
各
巻
の
巻
頭
歌
や
藤
原
良

経
の
序
文
に
出
て
く
る
歌
に
は
、
た
ε
へ
其
の
中
に
は
御
忍
に
召
さ
ぬ
歌
が
あ
っ
て
も
、
原
聖
裁
を
損
ず
る
を
お
そ
れ
て
此
れ
に
は
手
を
加
へ

ら
れ
な
か
っ
た
ε
い
ふ
や
う
な
御
璽
酌
が
あ
っ
た
だ
ら
う
ミ
想
像
し
奉
る
こ
ミ
が
出
來
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
ひ
き
か
へ
て
、
院
御
自
身
の
御

製
に
は
、
全
く
何
の
御
勘
酌
も
な
く
、
出
逼
る
だ
け
細
密
な
取
捨
の
態
度
で
臨
ま
せ
ら
れ
た
ミ
考
へ
得
る
の
で
あ
る
。
御
製
の
除
か
れ
た
も
の

の
御
製
全
饅
へ
の
割
合
は
約
五
十
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
る
が
、
御
製
以
外
の
歌
で
除
か
れ
た
も
の
の
集
全
学
へ
の
割
合
は
約
十
九
パ
ー
セ
ン
ト

に
し
か
過
ぎ
な
い
。
而
も
除
か
れ
た
御
製
必
ず
し
も
除
か
れ
ざ
る
御
製
外
の
も
の
よ
り
劣
つ
τ
み
る
ミ
は
考
へ
ら
れ
ぬ
。
わ
た
く
し
は
、
そ
こ

に
叡
慮
の
う
ち
に
画
別
せ
ら
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
ε
想
像
す
る
。

　
隠
岐
本
御
蹴
文
に
は
、

「
お
ほ
よ
そ
竃
の
う
て
な
風
や
は
ら
か
な
り
し
昔
は
、
な
ほ
野
べ
の
草
し
け
き
こ
さ
わ
ざ
に
も
紛
れ
き
。
い
さ
ご
の
門
月
し
っ
か
な
る
今
は
、

隠
岐
本
新
古
今
和
歌
集
と
久
原
本

四
七
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か
へ
わ
て
森
の
梢
ふ
か
き
色
を
わ
き
ま
へ
っ
べ
し
」
。

S
・
宣
ひ
、

「
た
ち
ま
ち
に
も
S
の
集
を
す
つ
べ
き
に
あ
ら
ね
き
も
更
に
あ
ら
た
め
み
が
け
る
は
す
ぐ
れ
た
る
べ
し
。
天
の
浮
橋
の
菅
を
き
き
わ
た
り
、
八

　
重
垣
の
雲
の
色
に
そ
ま
む
輩
は
、
こ
れ
を
深
き
窓
に
開
き
つ
た
へ
て
遙
か
な
る
世
に
の
こ
せ
ミ
な
り
」

ε
仰
せ
ら
れ
る
。
以
て
隙
岐
御
撰
抄
本
に
封
ず
る
御
抱
…
負
を
蓮
察
し
奉
る
べ
爵
で
あ
る
。

（
附
記
。
先
年
、
久
原
丈
庫
蔦
蔓
書
の
際
の
箆
書
掴
も
と
に
、
真
に
今
、
後
過
量
院
の
御
歌
論
の
考
工
芸
へ
て
、
凸
の
一
，
露
な
草
し
六
の
で
あ
る
。
わ
温
く
し

は
特
に
新
古
密
集
の
古
富
本
な
数
多
く
見
て
み
る
わ
け
で
は
π
い
。
久
原
本
の
如
ぎ
も
專
門
家
に
と
っ
て
に
別
に
新
・
し
い
稜
見
で
も
な
い
で
あ
ら
う
。
且
つ

窺
オ
、
時
に
考
案
の
至
ら
ぬ
鮎
も
あ
ら
う
と
愚
ふ
。
先
輩
の
叱
正
々
得
勢
い
。
な
ほ
、
そ
の
俺
，
久
原
文
庫
閲
覧
に
御
便
宜
な
液
ま
は
つ
れ
吉
澤
義
則
博
士

と
鈴
鹿
三
七
氏
の
御
二
方
に
こ
の
機
會
為
以
て
厚
く
謝
意
な
衷
・
し
れ
い
）


